
循環バスの運行 運行系統： 道の駅あびら～早来駅前～早来源武
系統キロ程：往路３８．８ｋｍ、復路３９．４ｋｍ
運行日数： ２４６日（Ｒ４年１０月～Ｒ５年９月）
運行回数： １，２３０．０回

安平町地域公共交通協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

■循環バスの利用者数： 4,150人/年以上（令和５年度）

■循環バスの経常収支率： 3.7％以上（令和５年度）

■循環バスに対する町負担割合： 73.5％以下（令和５年度）

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標 ・令和５年１月１９日
循環バス時刻・停留所等の改正 他

・令和５年６月３０日
地域公共交通計画の令和４年度評価、
地域公共交通計画別紙事業計画の承認 他

・令和６年１月１６日
確保維持改善事業の事業評価について 他

令和５年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

安平町は、北海道の南西部、胆振管内の東部に位置し、面積は237.1㎢、人口約
7,300人の軽種馬や酪農などの農業を基幹産業とした過疎地域であり、北海道胆振
東部地震で大きな被害を受けたことにより人口減少幅が大きくなった地域である。
こうした背景を直視し、地域住民にとってより使いやすく持続可能な公共交通を目
指して令和４年６月に安平町地域公共交通計画を策定した。これを指針に、鉄道、
バス、ハイヤー等の移動手段の更なる有効機能、まちづくり計画との連携等による
継続的で発展的な地域住民の足を確保し、住みよい環境づくりに取り組んでいる。
当該事業により確保を図る「循環バス」は、ニーズとの乖離等の問題点を改善する
抜本的な取組として、令和元年度から運行を開始。幹線交通と接続する支線の役
割を担い、住民生活を支え、地域内を回遊交流するために重要な路線としての存在
は導入以来変わっていないことから、引き続き住民や交通事業者の意見を踏まえた
改善や利用促進策を多角的に実施し、「循環バス」の維持確保を進めるものである。

地域公共交通の現況

・ＪＲ石勝線（追分駅）、
ＪＲ室蘭線（追分駅、安平駅、早来駅、遠浅駅）
・あつまバス（株）（苫小牧線、千歳線等）
・循環バス（町内４地区を結ぶ町営バス）
・デマンドバス（商工会と追分ハイヤーによる
小地域内を移動する予約制乗合バス）
・(有)追分ハイヤー
・スクールバス（５路線・町営）
・福祉輸送（１事業・町営）

運賃 ： 大人（中学生以上） 200円

小人（小学生） 100円

幼児（要同伴者） 無 料



令和５年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

前年度に寄せられた町民意見や乗降データ等をもとに各種見直しを行った。（以下、主な改善点）
早来地区におけるハイヤー空白対策及び生活関連施設へのアクセス向上に関する要望を踏まえ、
現存する資源を総動員し利便性を最大化する観点から、循環バス（及びデマンドバス）の停留所等を拡充した。
循環バスにおける見直し① 停留所及び運行ルートの改善（停留所：２増１減）
循環バスにおける見直し② 自由乗降区間の改善（延長１、新設１）

その他、地域公共交通計画に基づき、次の取組を実施した。（以下、主な取組）
・賢く上手な公共交通の組合せ利用を促す総合時刻表や路線図の全戸配布、GoogleMAP等との連携、あびらチャンネルによるCM放映
・老人クラブや民生委員協議会などへの訪問説明、常設型公共交通相談窓口の設置など、町民対話型による公共交通の改善
・利用促進を図るノーマイカー運動や助成金事業の実施、町内全公共交通機関で使用できる共通回数乗車券の発行
・駅や停留所の美化活動など町民協働による「私たちの公共交通」意識の醸成（関係団体が道振興局長表彰も受賞）

２

２）運行系統

あびらチャンネルによる乗り方ガイドCM放映
（駅での接続や電動ステップ設置等も紹介） ⇒



３

３）利用実績

４）収入実績

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

R3.10～R4.9利用実績(人) 423 392 457 319 287 347 454 449 511 448 478 440
R4.10～R5.9利用実績(人) 544 525 484 445 486 503 450 420 494 482 521 500
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R3.10～R4.9収入実績(円) 83,400 77,500 90,400 63,000 57,400 68,700 90,200 88,300 101,550 87,300 92,800 87,100
R4.10～R5.9収入実績(円) 108,700 104,100 95,000 87,900 95,600 99,500 88,900 83,600 98,600 96,200 103,300 98,700
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R4年度
（10～9月合計）

5,005人
↓

R5年度
（10～9月合計）

5,854人
（＋17.0％）

R4年度
（10～9月合計）

987,650円
↓

R5年度
（10～9月合計）

1,160,100円
（＋17.5％）

あびらチャンネルCM制作放映（２月）の直後に前年比最大に



６）目標・効果達成状況

循環バスの利用者数 [達成]
計画 4,150人/年以上
実績 5,854人/年

循環バスの経常収支率 [達成]
計画 3.7％以上
実績 5.3％

循環バスに対する町負担割合 [未達成]
計画 73.5％以下
実績 80.5％
＊運賃収入は増収であったが、経常経費の増嵩及び
国庫補助の見込比減のマイナス要因が上回った。

４

７）事業の今後の改善点

地域住民に対して広報や出前型による説明機会を増やし、
循環バスをはじめとした公共交通機関の認知度を高めると
ともに、交通手段を賢く上手に利用する啓発活動を強化する。
また、鉄道や幹線バス、ハイヤー等との連携と共存を念頭
に置きながら、利用者アンケートの実施によりデータに基づ
く循環バスの改善を図っていく。

経常収支率や町負担割合については、燃料等の物価や人
件費の高騰、人口減少などの大きな経済事情が立ちはだか
るものの、運賃収入については伸びている傾向にあることか
ら、地道に利用促進策を講じながら改善を図っていく。

• 自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
• 目標を達成できなかった項目もあるが、前年度よりも利
用者数が増えていることから、地域公共交通計画に基
づき、地域住民に対しての広報活動などによる更なる
利用促進の取組を期待する。

計画どおり事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


